
　

平
成
28
年
度
に
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
優
先
課
題
と
し
て

全
学
的
な
独
自
色
を
大
き
く
打
ち
出
す
研
究
に
取
り
組
む
私
立
大
学・

私
立
短
期
大
学
に
対
し
、
経

常
費・

設
備
費・

施
設
費
を
一
体
と
し
て
重
点
的
に
支
援
す
る
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
」
が
開
始
さ
れ
た
。

　

近
年
、
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
お
い
て
、
教
職
員
数
や
学
生
数
な
ど
に
応
じ
て
配
分
さ
れ

る
「
一
般
補
助
」
の
割
合
が
減
り
、
教
育
研
究
に
関
す
る
特
色
あ
る
取
り
組
み
に
応
じ
て
配
分
さ
れ

る
「
特
別
補
助
」
の
割
合
が
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
り
、「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
も

特
別
補
助
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
支
援
対
象
と
し
て
、
地
域
の
経
済・

社
会
、
雇
用
、
文
化
の
発
展
や
特
定
の
分
野

の
発
展・

深
化
に
寄
与
す
る
研
究
の
タ
イ
プ
Ａ
【
社
会
展
開
型
】
と
、
先
端
的・

学
際
的
な
研
究
拠

点
の
整
備
に
よ
り
、
全
国
的
あ
る
い
は
国
際
的
な
経
済・
社
会
の
発
展
、
科
学
技
術
の
進
展
に
寄
与

す
る
研
究
の
タ
イ
プ
Ｂ
【
世
界
展
開
型
】
に
分
か
れ
て
い
る
。

小特集

私
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平
成
28
年
度
は
、
タ
イ
プ
Ａ

が
１
２
９
校
（
う
ち
短
期
大
学

18
校
）
の
申
請
に
対
し
て
選
定

が
17
校
（
う
ち
短
期
大
学
１

校
）、
タ
イ
プ
Ｂ
が
69
校
（
う
ち

短
期
大
学
１
校
）
の
申
請
に
対

し
て
選
定
が
23
校
と
な
っ
た
。

　

本
小
特
集
で
は
、「
私
立
大
学

研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」

に
選
定
さ
れ
た
四
つ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大

学
の
取
り
組
み
の
内
容
や
研
究

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
考

え
方
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
た
だ
く
。

　

４
編
の
記
事
は
、
最
初
の
２

編
が
タ
イ
プ
Ｂ
【
世
界
展
開

型
】、
後
半
２
編
が
タ
イ
プ
Ａ

【
社
会
展
開
型
】と
な
っ
て
い
る
。

総
合
大
学
に
お
け
る
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
意
義

と
今
後

松
並 

久
典

●
関
西
大
学
総
合
企
画
室
長

「
立
教
ら
し
く
」
未
知
の
課
題
に
挑
む

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ・

ア
カ
デ
ミ
ク
ス

―
生
き
も
の
と
こ
こ
ろ
の
「
健
や
か
さ
と
多
様
性
」
に
関
す

る
包
摂
的
研
究

加
藤 

睦

●
立
教
大
学
研
究
推
進
担
当
副
総
長
、
リ
サ
ー
チ・

イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
長

震
災
復
興
後
を
見
据
え
た
研
究
の
取
り
組
み

今
野 

久
男

●
石
巻
専
修
大
学
事
務
部
次
長

東
北
に
お
け
る
神
学・

人
文
学
の
研
究
拠
点
の
整
備
事
業

近
代
人
文
学
の
出
発
点
と
し
て
の
中
世
神
学

鐸
木 
道
剛

●
東
北
学
院
大
学
文
学
部
教
授
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は
じ
め
に

　

２
０
１
６
年
秋
、
文
部
科
学
省
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
の
採
択
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
１
９
８
校
の
申
請
の
中
か

ら
、
社
会
展
開
型
の
タ
イ
プ
Ａ
に
は
17
校
、
世
界
展
開
型
の
タ
イ

プ
Ｂ
に
は
23
校
が
採
択
さ
れ
た
。
本
学
が
申
請
し
て
い
た
「『
人
に

届
く
』
関
大
メ
デ
ィ
カ
ル
ポ
リ
マ
ー
に
よ
る
未
来
医
療
の
創
出
」

事
業
は
、
タ
イ
プ
Ｂ
の
世
界
展
開
型
に
採
択
さ
れ
た
。

　

今
般
、
本
学
の
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
つ
い
て
執
筆
の

機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
取
り
組
み
や
考
え
方
、
採

択
さ
れ
た
意
義
や
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

１�　
「『
人
に
届
く
』関
大
メ
デ
ィ
カ
ル
ポ
リ
マ
ー
に
よ
る

未
来
医
療
の
創
出
」事
業

　

本
事
業
は
、
本
学
材
料
化
学・

機
械
工
学
系
の
研
究
者
が
中
心

と
な
っ
て
新
し
い
医
療
用
の
高
分
子

材
料
「
関
大
メ
デ
ィ
カ
ル
ポ
リ
マ
ー

（
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
）」
を
開
発
し
、
今
日
ま

で
実
現
し
得
な
か
っ
た
未
来
医
療
へ

の
貢
献
を
目
指
す
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

本
学
は
、
２
０
０
４
年
に
先
端
科

学
技
術
推
進
機
構
内
に
医
工
薬
連
携

研
究
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
、
近
隣
の

医
科
大
学
や
薬
科
大
学
、
医
療
機
関

な
ど
と
の
連
携
を
推
進
し
て
き
た
。

ま
た
、
従
来
、
高
分
子
（
ポ
リ
マ
ー
）

材
料
化
学
と
バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
分

野
で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、

と
り
わ
け
医
療
用
高
分
子
材
料
（
メ

デ
ィ
カ
ル
ポ
リ
マ
ー
）
の
研
究
に
お

小
特
集

私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

総
合
大
学
に
お
け
る
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
意
義
と
今
後

松
並 

久
典
●
関
西
大
学
総
合
企
画
室
長
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い
て
、
卓
越
し
た
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
本
事
業
は
、

こ
れ
ら
の
成
果
を
、
臨
床
現
場
、
す
な
わ
ち
「
人
（
患

者・

医
師・

看
護
師
）」
に
届
く
「
関
大
メ
デ
ィ 

カ
ル
ポ
リ
マ
ー
」
と
し
て
実
用
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

２　
事
業
体
制
の
特
長

　

本
事
業
の
特
長
と
し
て
、
次
の
２
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
１
は
、

工
学
の
分
野
か
ら
医
療
に
貢
献
す
る
点
で
あ
る
。
本
学
に
は
医
薬

系
学
部
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
が
、
化
学
生
命
工
学
部
と
シ
ス
テ

ム
理
工
学
部
な
ど
、
工
学
と
医
療
の
境
界
領
域
を
研
究
す
る
人
的

資
源
と
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
学
研
究
者
は
日
本
バ
イ

オ
マ
テ
リ
ア
ル
学
会
に
多
く
参
画
し
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す

な
ど
、
バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
分
野
を
牽
引
し
て
い
る
。

　

第
２
は
、
本
事
業
が
総
合
的
医
工
連
携
の
体
制
で
臨
ん
で
い
る

点
で
あ
る
。「
関
大
メ
デ
ィ
カ
ル
ポ
リ
マ
ー
」
を
設
計・

開
発
す
る

材
料
化
学
の
研
究
者
と
、
そ
の
デ
バ
イ
ス
化・

シ
ス
テ
ム
化
を
実

現
す
る
機
械
工
学
の
研
究
者
が
連
携
し
、
現
場
の
臨
床
医
（
大
阪

医
科
大
学
）
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
三

者
が
互
い
に
現
状
と
課
題
を
共
有
す
る
機
会
を
重
ね
、
同
じ
目
標

と
問
題
意
識
を
持
っ
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
真
に
現
場

で
必
要
と
さ
れ
る
、
社
会
に
役
立
つ
医
療
器
材
の
開
発
が
可
能
と

な
る
。３　

事
業
の
意
義

　

本
事
業
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
意
義
が
あ
る
。
ポ
リ
マ
ー
の

性
質
を
生
か
す
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
低
侵
襲
な
治
療
法
や
、
薬

が
効
果
的
に
患
部
に
届
く
デ
リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
を

目
標
と
し
て
い
る
。
同
時
に
、
医
療
従
事
者
が
扱
い
や
す
く
、
か

つ
操
作
し
や
す
い
機
器
の
開
発
に
よ
り
、
医
療
事
故
の
予
防
や
、

治
療
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
向
上
に
寄
与
す
る
。

　

ハ
イ
テ
ク・

最
先
端
医
療
技
術
の
開
発
も
重
要
で
あ
る
が
、
誰

も
が
、
世
界
中
の
ど
こ
で
も
、
信
頼
性
の
高
い
治
療
を
安
価
で
手

軽
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
構
築
は
、
世
界
規
模
の
医
療

改
革
に
つ
な
が
る
。
ゆ
く
ゆ
く
は
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
操
作

が
簡
便
で
特
別
な
設
備
や
装
置
を
必
要
と
し
な
い
治
療・

診
断
用

具
が
、
医
療
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
国
や
地
域
な
ど
に
お
い

て
も
、
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
も
視
野
に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

医
学
、
薬
学
系
の
学
部
が
な
く
て
も
、
人
類
の
医
療
に
貢
献
で

き
、
社
会
の
幸
福
に
寄
与
す
る
こ
と
は
、研
究
者
を
は
じ
め
大
学

構
成
員
の
強
力
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
。
研
究
リ
ソ
ー
ス
を

小特集●私立大学研究ブランディング事業
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有
機
的
に
結
合
し
て
発
展
さ
せ
、
社
会
に
還
元
す
る
と
い
う
目
標

の
下
、
全
学
的
な
取
り
組
み
と
し
て
推
進
し
て
い
る
事
業
で
あ
る
。

４�　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
と「K

andai V
ision 

150
」の
策
定

　

今
般
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
申
請
に
際
し
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
自
体
の
優
位
性
や
先
取
性
に
加
え
、
学
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
に
学
内
選
定
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
本
学

が
申
請
年
度
に
お
い
て
創
立
１
３
０
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と

や
、
と
り
わ
け
理
工
系
分
野
に
お
け
る
長
年
に
わ
た
る
最
先
端
の

研
究
実
績
や
成
果
が
あ
っ
た
。

　

本
学
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
法
学
者
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
薫
陶
を
う
け

た
法
律
家
ら
に
よ
っ
て
１
８
８
６
年
に
設
立
さ
れ
た
関
西
初
の
法

律
学
校
「
関
西
法
律
学
校
」
を
起
源
と
す
る
。
現
在
で
は
、
13
の

学
部
、
13
の
大
学
院
研
究
科
、
三
つ
の
専
門
職
大
学
院
、
一
つ
の

別
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
に
発
展
し
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
11
月
４
日
の
創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典
当
日
に

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「K

andai V
ision 150

」
を
公
表
し
た
。「K

andai 
V

ision 150

」
は
、
20
年
後
の
本
学
の
さ
ら
な
る
充
実・

発
展
の

た
め
、
学
園
の
理
念
（「
建
学
の
精
神
」
お
よ
び
「
学
是
」）
に
立

ち
返
り
、
そ
れ
を
今
日
的
に
解
釈
し
た
上
で
、
ど
の
よ
う
な
人
材

を
育
成
す
る
か
、
ど
の
よ
う
な
学
園
を
目
指
す
の
か
を
全
構
成
員

が
考
え
、
行
動
す
る
た
め
の
指
針
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
一
般
的
に
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
将
来
の
あ

る
べ
き
姿
や
目
標
点
を
掲
げ
る
だ
け
で
な
く
、
構
成
員
一
人
一
人

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
き
っ
か
け
と
な
る
意
味
合
い
を

も
た
せ
る
も
の
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
を
設
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け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
問
い
か
け
る
形
式
と
し
た
。
答
え
を
導
き
な
が

ら
も
唯
一
の
答
え
と
は
せ
ず
、
未
来
を
問
い
、
対
話
を
重
ね
、
答

え
を
模
索
し
挑
戦
す
る
姿
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
目
指
す
将
来
像
と 

し
た
。

　

研
究
の
将
来
像
に
つ
い
て
は
、「
既
存
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
超
え
た

新
た
な
分
野
の
開
拓
も
含
め
、
多
様
で
独
創
的・

革
新
的
な
研
究

を
志
向
し
、
地
域
レ
ベ
ル
の
研
究
と
と
も
に
世
界
レ
ベ
ル
の
研
究

の
場
を
創
出
し
て
い
く
」
と
う
た
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
個
々
の

研
究
者
が
従
来
の
体
制
で
研
究
に
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
学
外

と
の
共
同
の
取
り
組
み
体
制
を
構
築
し
、
独
創
的・

革
新
的
な
研

究
に
よ
っ
て
、
世
界
の
医
療
に
貢
献
す
る
今
般
の
事
業
は
「K

andai 
V

ision 150

」
の
理
念
に
叶
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
創
立
１
３
０
周
年
を
見
据
え
、
２
０
１
５
年
度
か
ら

「
人
」
を
核
と
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
を

展
開
し
て
き
た
。
多
く
の
「
人
」
の
力
を
結
集
し
、
世
界
の
「
人
」

の
幸
せ
に
貢
献
す
る
「『
人
に
届
く
』
関
大
メ
デ
ィ
カ
ル
ポ
リ
マ
ー

に
よ
る
未
来
医
療
の
創
出
」
事
業
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
に

合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

５�　
最
先
端
の
研
究
に
取
り
組
む
理
工
系
学
部・

研
究
科

　

１
９
５
０
年
代
後
半
以
降
、
高
度
経
済
成
長
な
ど
に
よ
る
理
工

系
の
人
材
育
成
の
要
望
が
社
会
に
高

ま
り
つ
つ
あ
る
中
、
本
学
は
１
９
５

８
年
に
工
学
部
（
４
学
科
）
を
開
設

し
た
。
２
０
１
８
年
に
設
立
60
周
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
シ

ス
テ
ム
理
工
学
部
（
４
学
科
）、
環
境

都
市
工
学
部
（
３
学
科
）、
化
学
生
命

工
学
部
（
２
学
科
）、
大
学
院
理
工
学

研
究
科
を
有
し
、
学
部
生・

大
学
院

生
を
合
わ
せ
て
６
０
０
０
人
を
超
え

る
規
模
に
発
展
し
た
。

　

そ
の
間
、
松
下
電
器
産
業
株
式
会

「Kandai Vision 150」の骨格は学園全体の将来像と4つのテーマで構成する。
内容としては、夢があり、今日的な使命、将来像、価値観といったものが感じられるものとする。

陳腐化を回避するため将来の環境変化を踏まえつつも普遍性のあるものとする。

全体の将来像
『めざすべき関大人像』『めざすべき学園像』

学校法人関西大学の将来像（２０年）

今日的に解釈し将来像として提示

学園の
理 念

 （普遍的理念）

建学の精神

正義を
権力より護れ

学　是

学の実化
学理と実際との調和、国際的精神の涵養、

外国語学習の必要、体育の奨励（ ）● ステークホルダーが
　 共有する方向性
● 社会に向けた
　 メッセージ

教　育

社会貢献

研　究

組織運営

「学校法人関西大学の将来像（２０年）」の実現に向け、
前期10年のめざすべき方向性を示したものを

「各分野の政策目標（１０年）」と位置づける。

20年後
2036

10年後
2026

現　状
2016

各分野の政策目標（10年）

❶教育（大学・大学院）　❷教育（併設校）　❸研究・社会連携　❹国際化　
❺学生の受入れ　❻学生支援　❼就職・キャリア　❽組織運営

将来像を補う
数値イメージ

ビジョンに込 めたメッセージ

未来を問い、そして挑戦する。

Kandai Vision 150を取りまとめる作業は、
思いがけず「ビジョンの意味するもの」を考える機会ともなった。

KU Vision 2008-2017を改めて紐解くと、長期ビジョンの位置づけは次のように定義されている。
・将来のあるべき姿を示すもの
・戦略や計画を策定する際の方向性を示唆するもの
・中長期的な視点を持つ将来のある時点における到達目標となるもの

我々は、ここに
「構成員一人ひとりが、将来を見据え、今、何を成すべきかを考え、コミュニケーションを図る契機となるもの」
を加えたい。

このような定義は、もしかすると一般的ではないかもしれない。
しかしながら、私学においては、自由闊達な議論こそが活性化の源ではなかったか。

そのため、Kandai Vision 150は対話形式で将来像を示すこととし、
１つのテーマと４つのサブテーマからなる問いを設けた。

具体的な問いは、次のとおりである。
・テーマ ： 多様性の時代を、関西大学はいかに生き抜き、先導すべきか。
・サブテーマ

教　　育 ： 変化を続ける社会に、関西大学はいかなる人材を送り出すべきか。
研　　究 ： 学の真価を問われる時代に、関西大学はどんな知を提示できるか。
社会貢献 ： 社会貢献のあり方において、「関大らしさ」はどこにあるか。
組織運営 ： より柔軟で堅牢な組織となるために、関西大学はどう変わるべきか。

今般、この問いに応じ示した将来像は、一つの答えである。ただし、唯一の答えではない。
予測困難な時代にあって、未来を問い、対話を重ね、答えを模索し挑戦する姿こそ、
我々のめざすべき将来像なのだ。

問いは依然として開かれたままである。
次に探求の途に就くのは、ビジョンの実質化を担う各構成員であり、
その一人ひとりに期待とエールを込めて、このメッセージを送りたい。

次期長期ビジョン策定専門部会
座長　永田 眞三郎

Kandai Vision 150 1
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社
（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
）
の
創
業
者・

故
松
下
幸
之
助

氏
の
浄
財
を
受
け
て
開
設
し
た
「
工
業
技
術
研
究
所
」
や
、
そ
の

流
れ
を
く
む
「
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
」、
さ
ら
に
は
創
立
１
３

０
周
年
事
業
と
し
て
設
立
さ
れ
、
数
十
社
の
企
業
と
協
同
研
究
が

24
時
間
体
制
で
行
わ
れ
て
い
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
生
セ
ン

タ
ー
」
の
開
設
な
ど
、
理
工
系
学
部・

研
究
科
は
常
に
最
先
端
の

研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

と
も
す
れ
ば
文
系
学
部
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
本
学
で
あ
る
が
、

文
系
学
部
と
並
ん
で
、
最
先
端
の
教
育
と
研
究
体
制
を
も
つ
理
工

系
学
部・

研
究
科
は
、
本
学
の
誇
る
べ
き
存
在
で
あ
る
。
満
を
持

し
て
、
学
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
学
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
会
議
体
や
学
外
の
意
見
を
踏
ま
え
、「『
人
に
届
く
』
関
大
メ
デ
ィ

カ
ル
ポ
リ
マ
ー
に
よ
る
未
来
医
療
の
創
出
」
を
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
事
業
に
申
請
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

６　
総
合
大
学
に
お
け
る
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

こ
う
し
た
背
景
の
下
で
申
請
し
た
事
業
で
あ
る
が
、
研
究
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
お
き
た
い
。
各
大

学
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
事
業
は
、
大
規
模
総
合
大
学
の
場
合
、
一
つ
の
研
究
を
全
学

的
に
支
援
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
合
意
形
成
が
難
し
い
と
い
う
課

題
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
つ
の
研
究
だ
け
を
も
っ
て
ス
テ
ー

ク
フ
ォ
ル
ダ
ー
に
訴
求
し
、
大
学
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
も

難
し
い
と
い
え
る
。

　

事
実
、
昨
年
度
の
タ
イ
プ
Ｂ
（
世
界
展
開
型
）
の
採
択
結
果
を

み
て
も
、
い
く
つ
か
の
大
学
は
既
存
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
研
究
事

業
で
あ
る
が
、
そ
の
大
学
の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
一
致
し
て
い

な
い
大
学
も
見
受
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
総
合
大
学
に
お

い
て
は
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
資
す
る
研
究
が
必
ず
し
も
一
つ
で
は

な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
総
合
大
学
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
い
わ

ゆ
る
「
尖
っ
た
」
打
ち
出
し
を
す
る
こ
と
が
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

欠
き
、
か
え
っ
て
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
を
分
散
さ
せ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

一
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
輝
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
他
の
取
り

組
み
に
も
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
あ
た
り
、
結
果
と
し
て
全
体
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
れ

な
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。
総
合
大
学
に
お
け
る
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
、
文
系
、
理
系
、
学
際
系
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
総
合
的

に
醸
成
さ
せ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
学
に
お
い
て
も
、
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
幅
広

い
議
論
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
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７　
採
択
か
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

　

い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
つ
い
て
述
べ

て
き
た
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、
大

学
全
体
で
取
り
上
げ
、
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
中
に
は
、
も
ち
ろ
ん
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

展
開
も
含
ま
れ
る
。
学
内
外
の
認
識
と
理
解
度
の
向
上
に
も
取
り

組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
に
お
い
て
、
特
に
学
内

構
成
員
の
理
解
度
向
上
は
最
初
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。
も

と
も
と
メ
デ
ィ
ア
へ
の
発
信
が
多
く
、
学
内
外
に
認
知
度・

理
解

度
が
高
い
研
究
も
あ
れ
ば
、
逆
に
、
客
観
的
に
卓
越
し
、
か
つ
社

会
的
意
義
の
大
き
い
研
究
で
あ
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
研
究
が
あ
る
。
学
外
へ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
展
開
は
、
学

内
構
成
員
の
認
知
度・

理
解
度
の
醸
成
が
前
提
と
な
る
。
キ
ッ
ク

オ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
学
外
へ
の
周
知
の
皮
切
り
と
と
も
に
、
最

初
の
１
～
２
年
は
学
内
へ
の
投
資
に
も
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
イ
ン
ナ
ー
の
醸
成
が
で
き
て
い
れ
ば
こ
そ
、
本
当
の
意
味

で
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
特
に
、
学

生
が
自
発
的
に
自
校
の
特
長
を
発
信
す
る
こ
と
は
最
大
の
武
器
と

な
る
。

　

こ
の
た
め
、
本
事
業
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
、
ロ
ゴ
マ
ー

ク
、
グ
ッ
ズ
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
は
じ

め
、
特
設
サ
イ
ト
の
設
置
や
ウ
ェ
ブ
広
告
に
よ
る
サ
イ
ト
へ
の
誘

導
、
新
聞・

雑
誌
広
告
な
ど
を
実
施
し
、
イ
ン
ナ
ー・

ア
ウ
タ
ー

両
面
へ
の
訴
求
施
策
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
以
前
に
比
べ
、
約

４・

７
倍
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
訪
問
数
を
得
る
な
ど
、
本
事
業
が
順

調
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

お
わ
り
に

　

今
回
の
申
請・

採
択
は
、
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委

員
会
委
員
長
の
所
見
に
も
あ
る
よ
う
に
「（
略
）
各
大
学
で
の
将
来

性
の
検
討
を
行
う
全
学
的
体
制
を
充
実
さ
せ
る
機
会
（
略
）」
そ
の

も
の
と
な
っ
た
。
単
に
卓
越
し
た
研
究
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
だ

け
で
は
な
く
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
連
動
が
大
き
く
問
わ
れ
、
大

学
全
体
で
考
え
て
い
く
よ
い
機
会
で
あ
っ
た
。

　
「K

andai V
ision 150

」
で
示
す
と
お
り
、
未
来
を
問
い
続
け
、

生
き
抜
く
た
め
に
、
そ
し
て
屈
指
の
総
合
大
学
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
研
究
成
果
や
実
績
に
基
づ
い
て
、
独
自

の
魅
力
を
打
ち
出
し
、
長
期
的
か
つ
安
定
し
た
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上

施
策
を
追
求
し
続
け
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

�
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は
じ
め
に

　

大
学
は
教
育
を
通
じ
て
人
を
育
て
社
会
に
送
り
出
す
と
と
も
に
、

研
究
に
よ
っ
て
知
の
世
界
を
拡
大
深
化
さ
せ
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た

知
見
を
社
会
に
還
元
し
て
い
く
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
。 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
激
動
の
社
会
の
中
で
、
10

年
後
の
２
０
２
４
年
、
立
教
大
学
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。
本

学
は
２
０
１
５
年
に
、
次
代
へ
向
け
た
戦
略
方
針
や
行
動
目
標

「RIK
K

Y
O

 V
ISIO

N
 2024

」
を
策
定
し
た
。「
自
由
の
学
府
」
立

教
大
学
は
、
未
知
の
課
題
に
果
敢
に
挑
む
「
豊
か
な
知
性
」
と
「
折

れ
な
い
心
」
を
育
て
、
自
ら
考
え
行
動
し
、
人
と
人
、
想
い
と
想

い
を
つ
な
ぎ
、
未
来
へ
と
道
を
拓
い
て
ゆ
け
る
人
材
の
輩
出
を
目

指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
改
革
や
行
動
計
画
を
実
践
し
て
い
る
。

２
０
１
４
年
９
月
、
文
部
科
学
省
の
平
成
26
年
度
「
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
（
グ
ロ
ー
バ
ル
化
牽
引
型
）」
に
、
本
学

の
構
想
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
×
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教

育
×
自
己
変
革
力

─
世
界
で
際
立
つ
大
学
へ
の
改
革

─
」
が

採
択
さ
れ
、
２
０
１
６
年
11
月
に
は
、
文
部
科
学
省
の
平
成
28
年

度
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
（
タ
イ
プ
Ｂ 

世 

界
展
開
型
）」
に
、
本
学
の
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ・

ア
カ
デ
ミ
ク 

ス

─
生
き
も
の
と
こ
こ
ろ
の
『
健
や
か
さ
と
多
様
性
』
に
関
す

る
包
摂
的
研
究
」
が
採
択
さ
れ
た
。
創
立
１
５
０
周
年
に
あ
た
る

２
０
２
４
年
に
向
け
て
改
革
が
進
行
中
で
あ
る
。

１　
本
事
業
の
概
要
と
目
的

　

生
き
物
の
か
ら
だ
や
こ
こ
ろ
の
「
健
や
か
さ
」
や
「
多
様
性
」

小
特
集

私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

「
立
教
ら
し
く
」
未
知
の
課
題
に
挑
む

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ・

ア
カ
デ
ミ
ク
ス

―
生
き
も
の
と
こ
こ
ろ
の
「
健
や
か
さ
と
多
様
性
」
に
関
す
る
包
摂
的
研
究

加
藤 

睦
●
立
教
大
学
研
究
推
進
担
当
副
総
長
、
リ
サ
ー
チ・

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
長
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は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　

本
学
が
推
進
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
目
的
は
、
ス
ト
レ

ス
が
生
体
に
与
え
る
影
響
の
分
子・

細
胞
レ
ベ
ル
の
解
明
と
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
が
発
現
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
心
理
学
的
に
探

究
す
る
こ
と
に
あ
る
。
生
命
科
学
的
研
究
と
心
理
学
的
研
究
を
学

際
融
合
す
る
こ
と
で
、生
き
物
と
こ
こ
ろ
の「
健
や
か
さ
と
多
様
性
」

を
包
摂
す
る
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代
社
会
で
は
、
社
会
の
あ
り
方
が
め

ま
ぐ
る
し
く
変
動
し
、
そ
の
中
で
個
の
あ
り
よ
う
が
問
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
激
動
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
は
、
軋
轢・

摩
擦・

葛
藤
な
ど
が
生
じ
、
生
物
学
的・

社
会
的
脆
弱
性
を
有
す
る
個
体

（
個
人
）
の
安
定
的
な
存
立
が
脅
か
さ
れ
る
。「
う
つ
」
の
増
加
に

代
表
さ
れ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
は
、
そ
の
典
型
例
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
種
の
ス
ト
レ
ス
下
で
発
現
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問

題
は
、
早
急
な
解
決
を
要
す
る
社
会
的
問
題
で
あ
る
。

　

立
教
大
学
理
学
部
で
は
、
多
く
の
研
究
者
が
「
酸
化
ス
ト
レ
ス
」

「
リ
ボ
ソ
ー
ム
ス
ト
レ
ス
」「
低
酸
素
ス
ト
レ
ス
」「
ス
ト
レ
ス
に
よ

る
炎
症
」
と
い
っ
た
細
胞
レ
ベ
ル
の
ス
ト
レ
ス
を
生
命
科
学
的
手

法
で
研
究
し
て
、
成
果
を
蓄
積
し
て
い
る
。
一
方
、
現
代
心
理
学

部
で
は
、「
う
つ
」「
自
閉
症
」「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
」「
家
族

ス
ト
レ
ス
」「
旅
行
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
解
消
」
な
ど
を
対
象
と
し

て
、
人
間
の
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
心
理
学
的
手
法
に
よ
る
研
究
を

推
進
し
て
き
た
。

　

こ
の
二
つ
の
学
部
を
母
体
と
す
る
生
命
科
学
お
よ
び
心
理
学
の

研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
生
き
物
と
こ
こ
ろ
の
「
健
や
か
さ
と

多
様
性
」
を
包
摂
す
る
新
た
な
知
見
を
得
、
精
神
的
健
康
を
高
め図表１　ブランディング事業概要
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る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
を
行
い
、
立
教
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

社
会
に
向
け
て
発
信
す
る
と
い
う
こ
と
が
本
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
の
概
要
と
目
的
で
あ
る
。

２　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
へ
の
申
請
に
向
け
て

　

２
０
１
６
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
文
部
科
学
省
の
「
私
立
大
学

研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
は
、
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
、
優
先
課
題
と
し
て
全
学
的
な
特
色
を
打
ち
出
す
研
究
に
取
り

組
む
私
立
大
学
に
対
し
、
３
年
間
ま
た
は
５
年
間
、
経
常
費・

施

設
費・

設
備
費
を
一
体
的
に
支
援
す
る
事
業
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、

本
学
の
研
究
支
援
の
重
要
な
柱
と
し
て
、
毎
年
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
募
っ
て
申
請
を
行
っ
て
い
た
「
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤

形
成
支
援
事
業
」
と
は
、
趣
旨
が
異
な
る
た
め
、
学
内
に
お
い
て

ど
の
よ
う
に
研
究
推
進・

支
援
体
制
を
整
え
る
か
、
ま
た
そ
の
対

応
を
い
つ
ま
で
に
機
関
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
た
。
特
に
、
全
学
体
制
の
構 

築
、
大
学
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
つ
な
げ
る
広
報
戦
略
な
ど
、

部
局
を
超
え
る
課
題
に
対
し
て
は
、
研
究
推
進
担
当
副
総
長
で
あ

り
リ
サ
ー
チ・

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
ね
る
筆
者
が

中
心
と
な
っ
て
、
学
内
調
整
を
行
っ
た
。
総
長
室
を
中
心
と
す
る

会
議
を
は
じ
め
、
広
報
室・

企
画
室
を
巻
き
込
み
、
広
報
戦
略
に

つ
い
て
意
見
の
交
換
と
集
約
を
行
い
、
事
業
実
施
体
制
を
整
え
て

い
っ
た
。

　

本
学
が
２
０
１
５
年
度
に
策
定
し
た
「RIK

K
Y

O
 V

ISIO
N

 
2024

」
で
は
、
加
速
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
待
ち
受
け
る

未
知
の
課
題
に
対
し
て
、
こ
れ
に
挑
む
、「
豊
か
な
知
性
」
と
「
折

れ
な
い
心
」
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
本
学
に
し
か
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

今
回
の
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
係
る
研
究
に
つ

い
て
も
、「RIK

K
Y

O
 V

ISIO
N

 2024

」
の
目
指
す
方
向
性
の
中

に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。「
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ・

ア
カ
デ
ミ
ク
ス

─
生
き
も
の
と
こ
こ
ろ
の
『
健
や
か
さ

と
多
様
性
』
に
関
す
る
包
摂
的
研
究
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
学
内
で
選
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
経
て
、
事
業
体
制
と
し
て
、
立
教
大
学
総

長
の
統
括
の
下
、「
生
命
科
学・

心
理
学
」
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
加

え
、「
学
内
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進・

点
検
委
員
会
」、「
学
外
評
価

点
検
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
効
果
的
に
推

し
進
め
て
い
く
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
た
。
学
内
の
点
検
結

果
や
学
外
か
ら
の
評
価
結
果
を
次
年
度
の
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
関
連
す
る
医
療
機
関
や
製
薬
会
社
、
地
域
支
援

相
談
機
関
な
ど
に
介
入
技
法
や
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
新
た
な
提
案
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を
し
、
ま
た
ス
ト
レ
ス
の
肯
定
的
側
面
の
利
用
な
ど
を
観
光
業
の

企
業
に
提
案
す
る
な
ど
、
個
と
社
会
に
開
か
れ
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
教
育
を
行
う
立
教
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
を
強
化
す
る
端
緒
と
し
つ

つ
、
そ
の
成
果
を
広
く
社
会
に
還
元
す
る
体
制
を
整
え
た
。

３　
２
０
１
６
年
度
の
成
果

　

２
０
１
６
年
度
は
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も

に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
含
む
情
報
発
信
方
法
の
検
討・

対
応
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施
に
よ
る
成
果
の
公
開
、
外
部
評
価
委
員
会
の

開
催
と
自
己
点
検・

評
価
に
よ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
強
化
を

図
っ
た
。

　

研
究
に
関
し
て
は
、
融
合
研
究
を
行
う
基
盤
と
し
て
、
研
究
推

進
体
制
の
整
備
を
目
標
と
し
て
掲
げ
た
。
生
命
科
学
グ
ル
ー
プ
で

は
、
ス
ト
レ
ス
の
影
響
を
生
命
科
学
的
に
解
析
す
る
実
験
系
の
立

ち
上
げ
を
目
標
と
し
た
。
一
方
、
心
理
学
グ
ル
ー
プ
で
は
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
の
発
現
過
程
で
ヒ
ト
の
知
覚
や
認
知
、
態
度・

行
動
に
生
じ
る
変
化
を
測
定
す
る
指
標
の
探
索・

検
討
を
目
標
と

し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
生
命
科
学

グ
ル
ー
プ
で
は
、
分
子
か
ら

個
体
ま
で
を
網
羅
す
る
よ
う

な
モ
デ
ル
生
物
や
細
胞
な
ど

を
用
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト

レ
ス
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
析

す
る
実
験
系
を
構
築
し
た
。

特
に
、
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン

の
影
響
を
分
子・

細
胞
レ
ベ

ル
で
解
析
す
る
実
験
系
を
整

図表２　事業実施体制

2017年３月23日のシンポジウム
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え
た
。

　

心
理
学
グ
ル
ー
プ
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
の
発
現
過
程

で
、
ヒ
ト
の
知
覚
や
認
知
、
態
度・

行
動
に
も
変
化
が
生
じ
る 

が
、
心
理
学
的
な
枠
組
み
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
変
化
を
測
定
す

る
指
標
の
探
索・
検
討
を
行
っ
た
。
加
え
て
、
生
命
科
学
グ
ル
ー

プ
と
の
融
合
研
究
を
進
め
る
た
め
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
を
絞
り
込

ん
だ
。

　

２
０
１
７
年
３
月
23
日
に
は
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
、
慶

應
義
塾
大
学
医
学
部
長
の
岡
野
栄
之
氏
、
公
益
財
団
法
人
先
端
医

療
振
興
財
団
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
長
の
鍋
島
陽
一
氏
の
特
別
講
演

と
と
も
に
、
研
究
の
成
果・

進
捗
状
況
の
発
表
を
行
っ
た
。
同
日
、

外
部
評
価
委
員
会
を
開
催
し
、
今
後
の
研
究
実
施
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
助
言
を
頂
戴
し
た
。

　

一
方
、
学
内
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進・

点
検
委
員
会
に
お
い
て

は
、
２
０
１
６
年
度
の
研
究
活
動・

執
行
状
況
報
告
の
ほ
か
、
外

部
評
価
報
告
、
２
０
１
７
年
度
の
研
究
計
画・

予
算
計
画
な
ど
、

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
委
員
会
と
し
て
点
検・

承
認
を
行
っ

た
。
特
に
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
係
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に

関
し
て
は
、
本
委
員
会
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
も
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
の

策
定・

実
施
な
ど
、
い
っ
そ
う
実
態
に
即
し
て
効
果
を
伴
う
も
の

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

４�　
２
０
１
７
年
度
の
研
究
進
捗
状
況
と
今
後
に�

向
け
て

　

２
０
１
７
年
度
は
、
ス
ト
レ
ス
が
か
ら
だ
に
与
え
る
影
響
、
お

よ
び
、
こ
こ
ろ
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
生
命
科
学
的
解
析
と

心
理
学
的
解
析
を
行
っ
て
い
る
。

　

生
命
科
学
グ
ル
ー
プ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
モ
デ

ル
生
物・

細
胞
の
変
化
を
分
子
レ
ベ
ル
で
解
析
し
、
そ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
明
に
向
け
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
す
で
に
、
生
命
体

が
い
か
に
生
命
活
動
を
維
持
す
る
か
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

ス
ト
レ
ス
の
理
解
に
つ
な
げ
る
。
さ
ら
に
、
融
合
研
究
と
し
て
、

前
年
度
の
協
議
を
元
に
、
研
究
参
加
者
か
ら
測
定
の
対
象
と
な
る

サ
ン
プ
ル
を
取
得
し
て
生
化
学
的
解
析
を
行
う
。
そ
の
結
果
を
心

理
学
グ
ル
ー
プ
と
協
議
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
ス
ト
レ
ス
と
ス

ト
レ
ス
関
連
行
動
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
知
見
を
得
る
。

　

心
理
学
グ
ル
ー
プ
が
本
学
の
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
貢
献
す

る
た
め
の
分
担
研
究
の
内
容
は
、
心
理
学
の
固
有
性
を
生
か
し
な

が
ら
、
こ
こ
ろ
の
「
健
や
か
さ
と
多
様
性
」
の
問
題
に
迫
り
、
そ

こ
で
得
ら
れ
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
発
現
の
予
防
と
健
康
増
進

を
も
た
ら
す
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
の
研
究
知
見
を
広
く
社
会
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に
つ
な
げ
、
活
か
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。

　

２
０
１
６
～
２
０
１
８

年
度
の
年
次
計
画
を
「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
の
発

現
過
程
に
お
け
る
心
理
学

的
変
化
の
測
定
技
法
の
確

立
」
と
し
て
い
る
と
お
り
、

２
０
１
７
年
度
は
、
そ
の

指
標
を
用
い
た
測
定
と
検

討
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
研

究
計
画
に
つ
い
て
、
生
命
科
学
研
究
者
グ
ル
ー
プ
の
研
究
知
見
と

の
融
合・

接
続
を
図
り
な
が
ら
事
業
目
的
を
達
成
し
た
い
。

お
わ
り
に

研
究
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る

　
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
で
は
、
研
究
内
容
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
を
全
学
で
支
援
す
る
体
制
の
構
築
や
、
大
学
全

体
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
つ
な
げ
る
広
報
戦
略
な
ど
が
評
価
対
象

と
な
り
、
何
よ
り
も
大
学
の
ト
ッ
プ
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
推
し

進
め
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。
本
学
が
掲
げ
た
研
究
上
の
方
向
性
、

す
な
わ
ち
「
実
証
的
な
根
拠
を
追
究
す
る
（
生
命
科
学
的
）
方
向

性
」
と
「
社
会
的
な
還
元
を
め
ざ
す
（
心
理
学
的
）
方
向
性
」
の

融
合
は
、
本
学
独
自
の
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
意
識
し
た
「RIK

K
Y

O
 V

ISIO
N

 2024

」
が

志
向
す
る
方
向
性
に
も
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、「
私
立
大
学
研
究
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
に
お
け
る
「
全
国
的
あ
る
い
は
世
界
的
な

経
済・

社
会
の
発
展
、
科
学
技
術
の
進
展
に
貢
献
す
る
研
究
（
タ

イ
プ
Ｂ 

世
界
展
開
型
）」
に
ふ
さ
わ
し
い
取
り
組
み
と
し
て
期
待

さ
れ
、
採
択
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
推
察
す
る
。

ス
ト
レ
ス
っ
て
何
だ
ろ
う
⁈

　

こ
の
問
い
へ
の
究
極
的
な
解
答
を
求
め
な
が
ら
、
本
学
ら
し
い

融
合
研
究
に
持
続
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
生

命
科
学
的
理
解
を
実
証
的
に
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
介
入
技
法

の
提
案
を
し
て
い
き
た
い
。
本
学
が
自
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
重

視
し
て
い
る
「
豊
か
な
知
性
」
と
「
折
れ
な
い
心
」
の
育
成
を
、

科
学
的
研
究
の
側
面
か
ら
補
完・

補
強
し
、
そ
れ
を
通
し
て
「
立

教
大
学
ら
し
さ
」
の
内
実
を
い
っ
そ
う
豊
か
な
も
の
と
し
て
い
き

な
が
ら
、
本
学
の
ブ
ラ
ン
ド
を
強
化
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。�

オープンキャンパスで講演会を開催
（2017年８月４日）
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１　
石
巻
専
修
大
学
の
ル
ー
ツ
と
使
命

　

私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
説
明
に
入
る
前
に
、

研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
名
を
決
め
た
理
由
と
密
接
な
関
連
が
あ
る

の
で
、
大
学
開
学
の
経
緯
や
開
学
後
の
歩
み
な
ど
に
つ
い
て
簡
単

に
触
れ
て
お
き
た
い
。
１
９
８
９
年
４
月
、
本
学
は
専
修
大
学
の

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
社
会
に
対
す
る
報
恩
奉
仕
」
を
継
承
し
東

北
の
地
で
実
践
す
る
た
め
、
地
域
は
も
と
よ
り
広
く
国
際
社
会
の

発
展
に
寄
与
す
る
高
度
な
専
門
知
識
と
豊
か
な
教
養
を
身
に
付
け

た
有
為
な
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
開
学
し
た
。
公
私
協
力
型

の
大
学
と
し
て
、
石
巻
地
域
（
石
巻
市
、
東
松
島
市
、
女
川
町
）

の
多
大
な
支
援
と
期
待
を
受
け
て
、
理
工
学
部
と
経
営
学
部
の
２

学
部
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
は
東
日
本
大
震
災
後
の
２
０
１

３
年
度
に
地
域
の
要
望
も
踏
ま
え
て
設
置
し
た
人
間
学
部
を
含
め

て
、
３
学
部
２
研
究
科
（
理
工
学
研
究
科
、
経
営
学
研
究
科
）
体

制
と
な
っ
て
い
る
。

　

開
学
当
初
か
ら
、
地
域
に
根
差
し
地
域
と
共
に
歩
む
べ
き
使
命

の
よ
う
な
も
の
を
帯
び
て
い
た
た
め
に
、
開
学
に
合
わ
せ
て
地
域

の
文
化・

教
育
の
振
興
な
ら
び
に
地
域
の
活
性
化・

産
業
の
振
興

を
目
的
と
し
た
大
学
開
放
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
小・

中
学
校
、
高

校
向
け
の
特
別
授
業
、
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
、
市
民
向

け
の
大
学
開
放
講
座
な
ど
の
教
育
支
援
の
ほ
か
、
産
学
官
連
携
支

援
と
し
て
の
人
材
育
成
、
講
演・

研
修
会
、
経
営
改
善・

指
導
、

技
術
相
談・

開
発
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
連
携
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
石
巻
市
を
は
じ
め
と
す
る

行
政
機
関
、
保
育・

教
育
機
関
、
企
業
な
ど
と
の
間
で
、
多
く
の

協
定
や
覚
書
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
協
議

会
に
参
画
し
て
い
る
。

　

２
０
０
９
年
４
月
に
は
、
地
域
の
課
題
解
決
を
研
究
面
か
ら
支

援
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
共
創
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。

小
特
集

私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

震
災
復
興
後
を
見
据
え
た
研
究
の
取
り
組
み

今
野 

久
男
●
石
巻
専
修
大
学
事
務
部
次
長
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２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
最
も

大
き
な
被
害
を
受
け
た
石
巻
市
に
位
置
す
る
大
学
と
し
て
、
近
隣

住
民
の
避
難
所
、
行
政
機
関
な
ど
の
仮
事
務
所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
な

ど
と
し
て
、
大
学
の
施
設・

機
能
な
ど
を
積
極
的
に
開
放・

提
供

す
る
と
と
も
に
、
大
学
自
身
も
独
自
に
復
興
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
創
設
し
、
被
災
者
支
援
、
産
業
支
援
、
防
災・

復
興
関
連
研
究
、

復
興
を
担
う
人
材
の
育
成
な
ど
に
関
す
る
事
業
を
展
開
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

２　
事
業
の
内
容

⑴
　
事
業
概
要

　

前
述
の
よ
う
な
背
景
を
有
す
る
本
学
が
、
事
業
期
間
３
年
の
計

画
で
「
平
成
28
年
度 

私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
の

タ
イ
プ
Ａ
（
社
会
展
開
型
）
に
申
請
し
て
選
定
さ
れ
た
の
が
、「
震

災
復
興
か
ら
地
域
資
源
の
新
結
合
に
よ
る
産
業
創
出
へ

―
草
葉

起
源
に
よ
る
内
水
面
養
殖
業
の
創
出

―
」
で
あ
る
。
こ
の
事
業

は
、
震
災
の
影
響
で
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
耕
作
放
棄
地
等
で
牧

草
な
ど
を
栽
培
し
、
そ
れ
を
原
料
と
し
て
餌
を
作
り
、
内
水
面
（
陸

上
の
養
殖
水
槽
）
に
お
い
て
魚
介
類
を
育
て
る
と
い
う
循
環
型
内

水
面
養
殖
の
試
み
で
あ
り
、
生
物・

環
境・

情
報
工
学
な
ど
知
の

融
合
に
よ
っ

て
技
術
開
発

を
進
め
、
養

殖
法
の
確
立

を
目
指
す
も

の
。
さ
ら
に

は
、
経
営
学

や
人
間
学
の

視
点
も
取
り

入
れ
て
、
事

業
化
や
人
材

育
成
に
つ
な

が
る
よ
う
に

発
展
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
震
災
か
ら
６
年
が
経
過
し
、
被
災
地
に
あ
る
大
学
と

し
て
、
今
後
の
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
は
、
復
興
の
先

を
見
据
え
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
、
地
域
の
資
源
に

着
目
し
新
た
な
結
合
に
よ
っ
て
産
業
創
出
や
雇
用
へ
と
つ
な
げ
て

い
く
研
究
を
今
後
と
も
推
進
す
る
こ
と
が
、
堅
持
す
べ
き
本
学
の

ブ
ラ
ン
ド
（
独
自
色
）
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

震災復興から地域資源の新結合による産業創出へ
―草葉起源による内水面養殖業の創出―

小特集●私立大学研究ブランディング事業
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⑵
　
研
究
の
概
要

　

次
に
、
実
際
の
研
究
で
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る

の
か
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。
事
業
自
体
は
研
究
推
進
委
員

会
の
扱
い
と
な
る
が
、
研
究
そ
の
も
の
は
共
創
研
究
セ
ン
タ
ー
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
三
つ
の
研
究
グ

ル
ー
プ
が
分
担
し
て
進
め
る
。
第
１
研
究
グ
ル
ー
プ
は
「
草
葉
起

源
に
よ
る
内
水
面
養
殖
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」、
第
２
研
究
グ
ル
ー
プ

は
「
流
通
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
確
立
」、
第
３
研
究
グ
ル
ー
プ
は

「
研
修
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
る
。

　

第
１
研
究
グ
ル
ー
プ
の
「
草
葉
起
源
に
よ
る
内
水
面
養
殖
シ
ス

テ
ム
の
構
築
」
は
、
本
事
業
の
核
心
と
す
る
研
究
で
あ
る
。
震
災

な
ど
で
増
え
て
い
る
耕
作
放
棄
地
な
ど
を
使
っ
て
餌
料
の
原
料
で

あ
る
植
物
（
草
葉
）
を
生
産
あ
る
い
は
採
集
し
、
食
物
連
鎖
を
利

用
し
な
が
ら
餌
づ
く
り
を
行
い
、
最
終
的
に
は
地
域
特
産
と
し
て

商
品
価
値
の
高
い
魚
介
類
を
養
殖
水
槽
に
お
い
て
育
て
る
技
術
の

開
発
を
目
指
す
。
技
術
開
発
に
当
た
っ
て
は
理
工
学
部
の
英
知
を

生
か
し
、
生
物
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
餌
料
用
植
物
に

関
す
る
栄
養
素
、
発
酵
プ
ロ
セ
ス
の
検
討
を
行
う
。
収
穫
し
た
植

物
を
も
と
に
、
水
質
環
境
学・

生
物
科
学
的
な
手
法
に
よ
り
、
細

菌
類
か
ら
原
生・

後
生
動
物
、
さ
ら
に
は
小
型
甲
殻
類
の
増
殖
を

介
し
て
魚
類
生
産
へ
と
進
展
さ
せ
て
い
く
。
閉
鎖
循
環
型
内
水
面

養
殖
に
は
養
殖
条
件
の
制
御

要
素
が
多
く
あ
る
た
め
、
環

境
工
学・

熱
流
体
工
学
の
面

か
ら
水
の
流
れ
や
拡
散
を

ベ
ー
ス
と
し
た
諸
水
質
環
境

の
最
適
化
を
図
る
ほ
か
、
水

の
物
理・

化
学
的
特
性
が
魚

介
類
の
生
理
活
性
に
及
ぼ
す

効
果
に
着
目
し
た
実
験
的
研

究
も
進
め
る
。
養
殖
環
境
全

体
の
関
係
性
を
明
確
化
す
る

こ
と
は
、
魚
介
類
の
品
質
（
臭
み
、
食
感
な
ど
）
向
上
に
つ
な
が

る
た
め
、
魚
介
類
の
価
値
に
対
す
る
新
た
な
知
見
と
な
る
だ
け
で

は
な
く
、
新
規
養
殖
産
業
創
出
の
切
り
札
に
も
な
り
得
る
と
考
え

て
い
る
。

　

内
水
面
養
殖
技
術
の
確
立
後
は
、
事
業
化
と
普
及
に
向
け
て
、

地
域
に
お
け
る
起
業
化
や
技
術
修
得
の
た
め
の
研
修
が
必
要
に
な

る
。
こ
の
た
め
、
経
営
学
部
や
人
間
学
部
領
域
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
し
て
、
第
２
研
究
グ
ル
ー
プ
は
経
営
学
的
観
点
か
ら
魚
介
類

の
選
定
や
ビ
ジ
ネ
ス
化
に
つ
い
て
流
通・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
面

か
ら
検
討
を
行
う
。
ま
た
、
第
３
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
社
会
学・ 餌料生産の原料に未利用地の植物を採集
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教
育
学
の
観
点
か
ら
普
及
や

技
術
修
得
の
た
め
の
研
修
に

つ
い
て
、
地
域
性
な
ど
も
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

一
年
目
の
２
０
１
６
年
度

は
、
研
究
が
円
滑
に
進
む
よ

う
全
体
調
整
を
十
分
に
行
い
、

餌
料
生
産
に
関
す
る
基
礎
研

究
、
流
通
手
法
や
普
及・

研

修
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
基
礎
情
報
の
整
理
な
ど
を
中
心
に
進
め
た
。

２
年
目
の
２
０
１
７
年
度
は
、
養
殖
水
槽
の
整
備
と
養
殖
環
境
の

解
明
に
力
を
入
れ
る
ほ
か
、
事
業
化
や
普
及・

研
修
に
関
す
る
課

題
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
る
。
最
終
年
度
の
２
０
１
８

年
度
前
半
に
は
前
年
度
か
ら
の
継
続
実
験
や
調
査
を
進
め
、
後
半

は
３
年
間
の
総
括
的
な
と
り
ま
と
め
を
行
う
。
各
年
度
と
も
、
計

画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
共
創
研
究
セ
ン
タ
ー
が
学
外
委
員
も

加
え
て
検
証
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

⑶
　
研
究
成
果
と
波
及

　

か
つ
て
水
産
王
国
と
言
わ
れ
た
日
本
の
水
産
業
だ
が
、
生
産
量

は
１
９
８
４
年
を
ピ
ー
ク
に
、
現
在
は
半
分
以
下
ま
で
減
少
し
、

４
割
以
上
を
輸
入
に
頼
る
輸
入
大
国
と
な
っ
て
い
る
。
漁
業
就
労

者
数
は
、
２
０
１
６
年
度
は
約
16
万
人
と
10
年
間
で
４
分
の
３
に

減
少
し
、
65
歳
以
上
が
37
％
を
占
め
る
な
ど
高
齢
化
も
進
ん
で
い

る
。
経
済
に
占
め
る
水
産
業
お
よ
び
関
連
産
業
の
割
合
が
高
い
石

巻
地
域
で
も
、
そ
の
影
響
は
大
き
い
。
循
環
型
内
水
面
養
殖
シ
ス

テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
餌
料
用
植
物
の
栽
培
、
餌
料
生
産
、

養
殖
と
種
苗
生
産
、
流
通
な
ど
の
分
野
に
大
き
な
波
及
効
果
を
も

た
ら
す
と
と
も
に
、
耕
作
放
棄
地
や
未
利
用
地
な
ど
の
活
用
も
含

め
て
、
地
域
の
新
た
な
産
業
や
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る
可
能
性

を
も
秘
め
て
い
る
。

　

学
術
的
に
も
、
植
物
を
起
源
と
す
る
餌
料
へ
の
適
用
研
究
や
、

魚
介
類
を
育
て
る
環
境
の
最
適
化
に
関
す
る
制
御
技
術
の
解
明
が

進
む
。
基
礎
か
ら
応
用
に
わ
た
る
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
振
興
に
も
貢
献
し
う
る
知
見
が
得
ら
れ
る
と
と
も
に
、
総
合

的
な
研
究
や
学
術
分
野
を
横
断
す
る
研
究
を
通
じ
て
、
異
分
野
融

合
的
な
交
流
の
加
速
が
期
待
で
き
る
。

３　
事
業
に
お
け
る
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

次
に
、
前
述
の
「
⑴
事
業
概
要
」
に
お
い
て
も
簡
単
に
触
れ
た

が
、
事
業
に
申
請
し
た
本
学
の
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
名
の
意
味

食べてもおいしい餌料候補のスジエビ
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す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
お
伝
え
し
た
い
。
本

学
で
は
、
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
名
に
、
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
の
ほ

か
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
も
付
け
て
い
る
。
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
の
「
震

災
復
興
か
ら
地
域
資
源
の
新
結
合
に
よ
る
産
業
創
出
」
は
、
震
災

復
興
よ
り
も
、
そ
の
先
を
見
据
え
て
、
地
域
資
源
に
着
目
し
新
た

な
結
合
に
よ
っ
て
産
業
創
出
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
く
研
究
事
業
と

い
う
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
。
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
有
形・

無
形

の
資
源
に
つ
い
て
、
研
究
面
か
ら
新
た
な
視
点
で
結
び
付
け
て
付

加
価
値
を
高
め
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
や
が
て
は
企
業

化
や
雇
用
拡
大
に
も
つ
な
が
る
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
震
災
復
興
か
ら
地
域
資
源
の
新
結
合
に
よ
る
産
業
創
出
」

の
実
現
を
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
「
草
葉
起
源
に
よ
る
内
水
面
養
殖

業
の
創
出
」
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
食
物

連
鎖
の
仕
組
み
を
応
用
す
る
養
殖
法
で
あ
り
、「
草
葉
起
源
」
は
ス

タ
ー
ト
が
陸
上
の
植
物
の
草
や
葉
で
あ
る
た
め
、「
内
水
面
養
殖
」

は
海
面
で
は
な
く
陸
上
で
魚
介
類
を
育
て
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

最
初
に
牧
草
の
よ
う
な
植
物
を
栽
培
し
、
そ
の
植
物
で
魚
介
類
の

エ
サ
を
生
産
し
、
養
殖
水
槽
を
使
っ
て
、
魚
介
類
を
出
荷
で
き
る

大
き
さ
ま
で
育
て
る
一
連
の
仕
組
み
を
確
立
し
、
将
来
的
に
は
実

用
化
レ
ベ
ル
ま
で
研
究
を
進
め
、
企
業
化
ま
で
展
開
で
き
れ
ば
と

の
期
待
を
込
め
て
い
る
。

　

当
然
な
が
ら
、
全
て
の
研
究
に
お
い
て
期
待
ど
お
り
の
成
果
が

出
る
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
期
待
ど
お
り
の
成
果
が
出
な
い

ケ
ー
ス
が
多
い
か
も
知
れ
な
い
。
本
学
は
、
研
究
成
果
の
み
が
ブ

ラ
ン
ド
形
成
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
く
、
広
く
一
連
の
取
り
組
み

や
研
究
姿
勢
な
ど
を
通
じ
て
醸
成
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
と
捉
え
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
本
事
業
で
は
内
水
面
養
殖
技
術
を
確
立
し
、

企
業
化
へ
の
め
ど
が
立
つ
と
こ
ろ
ま
で
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、

ま
ず
は
地
域
の
資
源
に
着
目
し
て
知
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
な
が
ら
、
地
域
の
産
業
創
出
に
つ
な
が
る
研
究
を
提
示
し
て
い

く
姿
勢
が
、
何
よ
り
も
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
本
学
で
は
、
本
研
究
以
外
に
も
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
合
致

す
る
研
究
が
出
て
く
れ
ば
、
大
学
独
自
に
認
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
事
実
、
２
０
１
７
年
度
の
共
創
研
究
セ
ン
タ
ー
の
事
業
で
は
、

学
内
応
募
の
中
か
ら
「
宮
城
県
産
活
締
め
ギ
ン
ザ
ケ
筋
肉
の
部
位

別
品
質
比
較
に
関
す
る
研
究
」
を
、
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
該

当
す
る
テ
ー
マ
と
し
て
助
成
対
象
に
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

４�　
大
学
を
研
究
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
の�

意
味

　

最
後
に
、
大
学
を
研
究
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
の
意
味
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に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
が
、
一
般
化
し
て
説
明
す
る
ほ
ど
十
分
咀

嚼
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
今
回
の
申
請
を
通

じ
た
検
討
や
、
個
人
的
に
感
じ
た
こ
と
の
羅
列
に
過
ぎ
な
い
の
で
、

ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
も
そ
も
本
学
で
は
、
学
生
募
集
を
念
頭
に
置
い
た
入
試
広
報

的
な
面
か
ら
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
研
究
の
面
か
ら
議
論
し
た
こ
と
は
、
私
の
知
る
限
り
一
度

も
な
い
。
な
じ
み
の
な
い
観
点
で
あ
っ
た
た
め
、
申
請
ま
で
時
間

が
な
い
中
、
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
名
を
決
め
る
の
に
か
な
り
の

時
間
を
割
い
た
。

　

本
学
の
開
学
の
経
緯
、
東
日
本
大
震
災
の
位
置
付
け
、
各
種
の

地
域
連
携
活
動
、
過
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
や
内
容
、
各
種
の
ポ
リ

シ
ー
、
学
部・

大
学
院
教
育
の
現
状
や
今
後
の
あ
り
方
、
教
員
の

専
門
分
野
や
業
績
、
石
巻
市
の
計
画
書
な
ど
に
お
け
る
本
学
関
連

の
記
述
、
外
部
の
意
見
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
デ
ー
タ
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
本
学
の
今
後
の
研
究
推
進
と
大
学
運
営
に
お
い

て
共
通
の
核
と
な
り
そ
う
な
も
の
で
、
一
貫
し
て
堅
持
し
て
い
く

べ
き
も
の
を
導
き
出
そ
う
と
議
論
を
重
ね
た
。

　

他
大
学
と
比
較
す
れ
ば
、
特
に
際
立
っ
た
も
の
と
は
言
え
な
い

か
も
知
れ
な
い
が
、
本
学
に
と
っ
て
は
紛
れ
も
な
く
特
色
で
あ
り
、

今
後
と
も
大
切
に
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
、
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
名
に
反
映
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
が
、
メ
イ
ン
タ
イ

ト
ル
の
ほ
か
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
も
付
け
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
な
っ
た
。

　

私
立
大
学
に
は
、
建
学
の
精
神
や
理
念
、
歴
史
や
伝
統
な
ど
を

背
景
と
し
て
、
今
日
ま
で
培
っ
て
き
た
校
風
や
気
風
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
、
大
学
像
と
し
て
関
係
者
以
外
に
も
広
く
浸
透
し
て
い

る
こ
と
も
多
い
。
建
学
の
精
神
な
ど
に
基
づ
い
た
自
主
的
で
多
様

性
の
あ
る
教
育
や
研
究
を
、
永
年
に
わ
た
っ
て
し
っ
か
り
と
行
っ

て
き
た
証
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
各
私
立
大
学
固
有
の
特
色
で
あ
り
、

強
み
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
学
と
し
て
も
、
地
方
の
小
規
模
大
学
で
は
あ
る
が
、
今
回
の

研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
を
契
機
に
、
特
色
が
研
究
面
か
ら
も

明
確
化
で
き
る
よ
う
に
、
研
究
推
進・

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
る

と
と
も
に
、
学
会
な
ど
に
お
け
る
発
表
は
も
と
よ
り
、
講
演
会
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
通
じ
て
外
部
へ
発
信
し
て
い
く
。
併
せ
て
、
本
事
業
の
研
究
成

果
を
本
学
の
教
育
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
や
、
児
童・

生
徒
向
け
の

科
学
教
育
、
あ
る
い
は
各
種
の
地
域
資
源
の
新
結
合
を
切
り
口
に

地
域
学
習
へ
の
応
用
な
ど
、
教
育
関
係
へ
の
還
元
も
視
野
に
進
め

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。�

小特集●私立大学研究ブランディング事業

81 大学時報　2017.9



１　
発　
端

　

東
北
学
院
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
計
画
の
き
っ
か
け

は
、
東
北
学
院
の
正
門
の
右
、
中
央
正
面
の
本
館
に
隣
接
す
る
礼

拝
堂
に
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
意
義
の
発
見
で
あ
っ
た
。

１
９
３
２
年
献
堂
の
ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院
礼
拝
堂
の
正

面
奥
、「
キ
リ
ス
ト
の
昇
天
」
を
描
い
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
英
国

製
と
言
わ
れ
て
は
い
た
が
、
詳
細
は
調
査
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
（
写
真
１
）。
銘
文
が
あ
る
と
の
噂
が
あ
っ
た
の
で
、
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
の
手
前
の
祭
壇
に
上
り
、
祭
壇
に
よ
っ
て
正
面
か
ら

は
見
え
な
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
下
端
を
見
る
と
、
左
端
に
工
房

の
名
前
「
ヒ
ー
ト
ン・

バ
ト
ラ
ー・

ア
ン
ド・

バ
イ
ン
（H

eaton 
Butler &

 Bayne

）」
と
「
ロ
ン
ド
ン
（London

）」
と
記
さ
れ
て

い
た
（
写
真
２
）。
こ
の
工
房
は
、
英
国
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
ゴ

シ
ッ
ク・

リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
の
指
導
的
工
房
（leading w

ork-
shop

）
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
大
学
に
、
な
ぜ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式

の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
？　

と
考
え
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
、
18
世
紀

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
ゴ
シ
ッ
ク・

リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
、
19
世
紀
英
国

小
特
集

私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

東
北
に
お
け
る
神
学・

人
文
学
の
研
究
拠
点
の
整
備
事
業

近
代
人
文
学
の
出
発
点
と
し
て
の
中
世
神
学

鐸
木 

道
剛
●
東
北
学
院
大
学
文
学
部
教
授写真２

写真１
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の
カ
ト
リ
ッ
ク
復
興
の
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
、
19
世
紀
の
中
世

美
術
復
興
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
、
つ
ま
り
ラ
ス
キ
ン
と
モ
リ
ス
の

ア
ー
ツ・
ア
ン
ド・

ク
ラ
フ
ツ
運
動
、
わ
が
国
で
も
人
気
の
ラ
フ
ァ

エ
ロ
前
派
の
絵
画
、
そ
し
て
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
も
関
わ
っ
て
く
る
こ

と
に
気
付
く
。
い
ず
れ
も
、
中
世
復
興
に
よ
る
近
代
批
判
で
あ
る
。

　

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
の
中
心
人
物
ジ
ョ
ン・

ヘ
ン
リ
ー・

ニ
ュ
ー
マ
ン
（John H

enry N
ew

m
an 1801-1890

）
は
、
大
学

教
育
に
お
け
る
神
学
の
重
要
性
を
説
い
て
い
た
。
英
国
に
お
い
て

も
、
神
学
抜
き
で
哲
学
か
ら
教
え
始
め
る
大
学
が
設
立
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
、
そ
れ
を
ニ
ュ
ー
マ
ン
は
「
神
学
の
教
授
職
な
し
の
大

学
は
知
的
不
条
理
で
あ
る
。
神
的
な
学
問
な
し
で
は
、
世
俗
の
学

問
は
分
裂
四
散
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」（『
大
学
の
理
念
』
１
８
５

４
年
）
と
辛
辣
に
批
判
し
て
い
る
。

　

日
本
の
近
代
の
学
問
は
、
西
欧
の
近
代
の
成
果
だ
け
を
学
ん
で

き
た
。
近
代
の
人
間
中
心
主
義
の
前
提
に
は
、
中
世
の
神
中
心
の

千
年
の
歴
史
が
あ
る
。
仙
台
神
学
校
に
源
を
発
す
る
東
北
学
院
大

学
は
、
こ
の
本
来
の
学
問
の
形
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ

を
再
確
認
し
、
神
学
に
基
づ
く
人
文
学
さ
ら
に
は
学
問
全
体
を
再

構
築
す
る
。
そ
れ
は
日
本
の
学
問
教
育
の
形
に
対
す
る
反
省
で
あ

り
、
さ
ら
に
は
学
問
の
み
な
ら
ず
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た

東
北
に
お
い
て
、
多
様
な
形
で
物
質
文
化
を
追
求
す
る
支
え
と
な

る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
し
て
そ
れ
は
全
て
こ
の
ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念

礼
拝
堂
の
中
世
復
興
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
核
と
し
て
展
開
す
る
。

こ
れ
が
、
東
北
学
院
大
学
の
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
で
あ
る
。

２　
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
講
演
会

　

ま
ず
、
２
０
１
６
年
11
月
５
日
に
東
北
学
院
創
立
１
３
０
周
年

記
念
講
演
会
と
し
て
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
の
第
57
回

学
術
講
演
会
と
し
て
「
ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
礼
拝
堂
の
『
昇
天
』

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
：
19
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
中
世
復
興
」
講
演
会
を

開
催
し
た
。
こ
の
と
き
は
文
部
科
学
省
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

に
申
請
中
で
あ
り
、
採
択
前
の
時
期
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
紹
介
の

講
演
会
を
開
催
し
た
こ
と
は
、
本
学
と
し
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
取
り
組
み
の
意
欲
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
採
択
さ
れ
た
の
は
11

月
22
日
で
あ
る
。
事
業
実
施
の
た
め
に
、
学
内
に
二
つ
の
委
員
会

を
組
織
し
（
学
長
を
議
長
と
す
る
上
部
組
織
の
計
画
委
員
会
と
、

実
際
に
事
業
を
推
進
す
る
研
究
推
進
調
整
委
員
会
）、
外
部
評
価
委

員
会
と
し
て
、
神
学
と
人
文
学
の
教
員
５
名
か
ら
成
る
委
員
会
を

組
織
し
た
。
研
究
推
進
調
整
委
員
会
は
実
行
主
体
で
あ
る
神
学
、

人
文
学
、
地
域
研
究
の
３
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
緊
密
に

連
携
し
つ
つ
研
究
を
進
め
る
。
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３　
英
国
調
査

　

東
北
学
院
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
近
代
英
国
に
お
け
る
位
置
付

け
を
確
認
す
る
た
め
に
、
２
０
１
７
年
２
月
22
日
か
ら
27
日
ま
で
、

リ
ン
カ
ー
ン
と
イ
ー
リ
ー
、
お
よ
び
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
を
中
心
と
し
て
英
国
19
世
紀
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
調
査
を

実
施
し
た
。
19
世
紀
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
美
術
史
学・

宗
教
学・

文
化
史
の
い
ず
れ
か
ら
も
驚
く
ほ
ど
研
究
さ
れ
て
お
ら
ず
、
19
世

紀
研
究
に
重
要
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
つ
い
て
、
現
在
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
提
起
を
す
る
段
階
で
あ
る
。

４　
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
学
会
」に
参
加

　

次
い
で
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
学
会
に

参
加
し
た
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
復
興
が
示
す
中
世
趣
味
と
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
と
の
つ
な
が
り
は
、
米
国
人
画
家
ラ
フ
ァ
ー
ジ
（John La 

Farge 1835-1910

）
に
お
い
て
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
さ
ら
に
ラ

ス
キ
ン
（John Ruskin 1819-1900

）、
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ポ
ニ

ス
ム
の
フ
ィ
リ
ッ
プ・

ビ
ュ
ル
テ
ィ
（Philippe Burty 1830-

1890

）、
つ
ま
り
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
最
初
か
ら
あ
っ
た
。
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
は
12
世
紀
の
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
に
成
立
し
た
芸
術
で
典
型
的

な
中
世
美
術
で
あ
り
、
日
本
美
術
と
の
間
に
一
見
共
通
点
は
な
い

が
、
共
に
19
世
紀
に
お
い
て
は
反
近
代
な
も
の
で
あ
り
、
西
欧
文

化
の
射
程
を
さ
ら
に
広
く
し
た
の
で
あ
る
。

５　
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

東
北
学
院
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
と
し
て
最
初
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
東
北
学
院
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
：
19
世
紀
の
中
世
復
興

と
物
質
文
化
」
を
、
２
０
１
７
年
３
月
18
日
に
開
催
し
た
。
招
聘

し
た
リ
ン
カ
ー
ン
大
学
の
ジ
ム・

チ
ェ
シ
ャ
ー
准
教
授
は
、
19
世

紀
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
、
聖
人
を
描
く
の
に
記
念
す
る
人
物
の
肖

像
画
に
代
え
て
、
や
は
り
個
人
を
賞
揚
す
る
と
い
う
、
あ
く
ま
で

も
近
代
的
個
人
主
義
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は

復
興
し
て
も
、
そ
の
中
世
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
は
好
ま
れ
な
か
っ
た
と

指
摘
。
19
世
紀
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
研
究
は
、
無
名
性
で
は
な
く
、

産
業
に
よ
る
個
人
主
義
で
あ
る
こ
と
が
注
目
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
示
さ
れ
た
。
英
国
に
お
け
る
調
査
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う

に
、
西
欧
に
お
け
る
中
世
主
義
は
、
わ
が
国
の
中
世
主
義
と
様
相

は
同
じ
で
も
、
意
味
は
全
く
違
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
近

代
研
究
の
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

６　
大
学
礼
拝
の
公
開

　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
２
年
目
の
２
０
１
７
年
度
か
ら
は
、
事
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業
の
要
で
あ
る
本
学
の
建
学
の
精
神
を
地
域
に
発
信
す
る
方
法
と

し
て
、
ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
礼
拝
堂
に
お
け
る
毎
日
の
大
学
礼
拝

を
市
民
に
公
開
す
る
こ
と
を
開
始
し
た
。
月
一
回
、
第
２
水
曜
日

（
９
月
か
ら
は
第
３
水
曜
日
）
の
夜
６
時
30
分
か
ら
30
分
間
の
礼
拝

を
公
開
し
、
オ
ル
ガ
ン
に
よ
る
前
奏
に
続
い
て
讃
美
歌
を
歌
い
、

聖
書
の
個
所
を
選
ん
で
読
み
、
そ
の
後
に
聖
書
と
讃
美
歌
に
基
づ

く
10
分
ほ
ど
の
説
教
、
お
よ
び
短
い
自
由
祈
祷
と
頌
栄
、
オ
ル
ガ

ン
に
よ
る
後
奏
か
ら
成
る
。
礼
拝
は
30
分
間
で
、
そ
の
あ
と
に
30

分
程
度
の
音
楽
礼
拝
（
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
聖
歌
隊
、
オ
ル
ガ
ン
演

奏
な
ど
）
の
時
間
、
あ
る
い
は
美
術
に
つ
い
て
の
講
話
の
時
間
を

も
つ
「
水
曜
礼
拝
」
と
名
付
け
た
こ
の
公
開
礼
拝
は
既
に
４
回
を

数
え
、
多
く
の
市
民
が
参
加
し
て
い
る
。
ネ
オ・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式

の
礼
拝
堂
の
存
在
は
市
民
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の

礼
拝
堂
に
お
け
る
大
学
礼
拝
の
公
開
は
予
想
以
上
に
市
民
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
福
音
（
よ
ろ
こ
ば
し
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
が
礼

拝
を
通
し
て
市
民
に
伝
わ
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
建
学
の
精
神
の

実
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

７　
月
刊『
水
曜
通
信
』の
発
行

　

月
一
回
の
公
開
礼
拝
に
合
わ
せ
て
、
水
曜
礼
拝
の
案
内
と
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
毎
月
の
活
動
記
録
を
兼
ね
た
『
水
曜
通
信
』

を
発
刊
す
る
（
写
真

３
）。
４
月
号
を
第

１
号
と
し
て
、
７
月

の
４
号
ま
で
を
既
に

発
刊
し
た
。
２
０
１

７
年
度
は
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
修
復
が
本

学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
最
大
の
事
業
で
あ
る
の
で
、
そ
の

進
捗
状
況
な
ど
も
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

８　
研
究
会
の
開
催

　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
は
、
継
続
的
な
研
究
会
を
各
部
門
が
有

し
て
い
る
。
神
学
部
門
の
第
１
回
と
し
て
７
月
21
日
に
「
土
着
と

超
越
：
イ
コ
ン
と
ア
イ
ド
ル
」
と
の
題
で
、
東
北
学
院
大
学
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る
「
土
着
と
超
越
」

に
つ
い
て
、
カ
ー
ル・

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
（K

arl Löw
ith 1897-

1973

、
仙
台
滞
在
は
１
９
３
６
～
１
９
４
１
）
の
仙
台
に
お
け
る

有
名
な
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
た
。
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
研

究
も
ま
た
「
土
着
と
超
越
」
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
次
回
は
10
月
に

行
う
予
定
で
あ
り
、
学
生
の
積
極
的
な
参
加
も
促
し
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
事
業
の
研
究
活
動
の
中
心
と
し
て
展
開
す
る
。

写真３
1

水曜通信 1 2017年
４月東北学院大学　私立大学研究ブランディング事業通信

「東北における神学・人文学の研究拠点の整備事業」

土樋キャンパスでの大学礼拝はラーハウザー記念東北学院礼拝堂（1932
年献堂）で、学生のために授業期間の間、毎日20分行われています。しか
し公開クリスマス以外に、市民が参加可能な礼拝はありませんでした。礼
拝堂は、建築もステンドグラスもそしてネオバロックのパイプオルガンに
よる音楽と礼拝も、もっと市民に親しんでいただく価値があります。それ
で第２水曜の夜の礼拝を公開することにしました。
それにあわせて、この「水曜通信」も毎月一度、文科省の私立大学研究

ブランディング事業の進捗状況の報告やお知らせも兼ねて発刊します。東
北学院と市民の皆様との繋がりの一助としてご利用いただけますように。

水曜礼拝（公開大学礼拝）のご案内　第２水曜日 18：30-19：00

1932年献堂時のラーハウザー記念東北学院礼拝堂 ヒートン・バトラー＆バイン工房作
『昇天』ステンドグラス、1932年
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９　
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
修
復
と
公
開

　

本
学
院
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
既
に
そ
れ
自
体
の
重

み
に
よ
っ
て
Ｓ
字
状
の
た
わ
み
が
生
じ
て
波
打
っ
て
お
り
、
ガ
ラ

ス
を
つ
な
ぐ
鉛
の
桟
も
錆
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
鉛
部
分
の
交
換

の
時
期
で
あ
る
。
修
復
は
、
横
浜
の
平
山
健
雄
氏
が
主
宰
す
る
「
光

ス
テ
ン
ド
工
房
」
に

依
頼
し
た
。
窓
か
ら

の
取
り
外
し
の
作
業

は
２
０
１
７
年
８
月

１
日
に
始
ま
り
、
４

日
に
工
房
に
運
ば
れ

た
。
修
理
が
完
成
し

て
再
設
置
さ
れ
る
の

は
来
年
２
月
末
の
予

定
で
あ
る
。
修
理
の

過
程
は
克
明
に
記
録

さ
れ
、
来
年
度
に
出

版
す
る
。
取
り
外
し

の
作
業
は
８
月
３
日

に
市
民
に
公
開
し
、
１
６
０
名
の
参
加
が
あ
っ
た
（
写
真
４
）。
間

近
で
見
る
と
、
工
芸
品
と
し
て
の
密
度
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
る
優

品
で
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
（
写
真
５
）。
市
民
へ
の
公
開
は
、

夏
休
み
中
で
も
あ
り
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
幅
広
く
参
加
、

本
事
業
に
よ
る
地
域
へ
の
教
育
的
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。
再
設
置

も
一
般
公
開
す
る
予
定
で
あ
り
、
修
理
の
過
程
に
お
け
る
所
見
を

再
び
平
山
氏
か
ら
伺
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

10　
パ
ウ
ロ
主
義
研
究
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
福
音
主
義
の

写真４

写真５
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研
究
に
関
し
て
は
、
２
０
１
７
年
９
月
15
日
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神

学
研
究
所
所
長
ウ
ィ
リ
ア
ム・

ス
ト
ー
ラ
ー
氏
の
講
演
会
「
現
代

と
福
音

―
改
革
教
会
の
実
践
か
ら
考
え
る
」
を
主
催
す
る
。
ま

た
10
月
７
日
に
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学
神
学
部
教
授
の
ペ
ー

タ
ー・

ラ
ン
ペ
氏
、
広
島
大
学
教
授
の
辻
学
氏
を
招
い
て
、
本
学

の
吉
田
新
准
教
授
と
共
に
「
我
は
福
音
を
恥
と
せ
ず

―
新
約
聖

書
に
お
け
る
福
音
理
解
」
と
題
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す 

る
。
パ
ウ
ロ
の
「
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
」
の
一
節
を
手
掛
か
り 

に
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
根
幹
で
あ
る
福
音
に
つ
い
て
考
え
、
福

音
理
解
を
切
り
口
に
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
実
像
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
。11　

ラ
フ
ァ
ー
ジ
研
究

　

ま
た
２
０
１
８
年
２
月
24
日
に
、
米
国
に
お
け
る
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
の
復
興
者
で
あ
り
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ

る
画
家
ジ
ョ
ン・

ラ
フ
ァ
ー
ジ
（John La Farge 1835-1910
）

に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
計
画
し
て
い
る
。
ラ
フ
ァ
ー
ジ
に

つ
い
て
の
研
究
集
会
は
、
日
本
で
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
り
、
フ
ェ

ノ
ロ
サ
研
究
の
権
威
で
あ
る
村
形
明
子
京
都
大
学
名
誉
教
授
を
中

心
に
、
気
鋭
の
米
国
人
研
究
者
２
名
、
若
手
の
日
本
人
研
究
者
１

名
を
招
聘
し
て
議
論
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ラ
フ
ァ
ー
ジ
は
米
国
の
超
越
主
義
者
で
あ
り
、
そ
の
信
仰
は
ユ

ニ
テ
リ
ア
ン
で
あ
る
。
本
学
の
創
立
者
で
あ
る
押
川
方
義
の
信
仰

研
究
に
加
え
て
、
東
北
学
院
で
は
、
同
じ
く
創
立
者
の
ホ
ー
イ
と

シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
の
出
自
で
あ
る
ド
イ
ツ
福
音
派
の
ラ
ン
カ
ス
タ
ー

神
学
校
の
調
査
を
既
に
行
っ
て
い
る
が
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

は
そ
れ
を
継
続
し
、
東
北
学
院
に
お
け
る
福
音
主
義
の
信
仰
の
出

自
を
確
認
す
る
。

12　
展　
望

　

東
北
学
院
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
は
、
神
学・

人
文
学・

地
域
研
究
に
よ
っ
て
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
頂
点
と
す
る
物
質
文

化
全
体
を
神
学
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
、
人
文
学
に
よ
っ
て
意
味
を

広
げ
、
地
域
研
究
に
結
実
さ
せ
る
。
具
体
的
に
は
、
東
北
の
無
形

有
形
の
土
着
文
化
を
、
受
肉
論
の
超
越
を
根
拠
に
永
遠
か
ら
分
離

し
た
の
ち
に
結
合
し
、
ポ
ス
ト
近
代
の
誇
る
べ
き
物
質
文
化
と
し

て
と
ら
え
る
視
点
を
提
供
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
。
物
質
か
ら
成

る
世
界
全
体
を
神
学
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
試
み
は
近
代
の
日
本
に

欠
け
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
地
域
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ひ
い
て
は
教
育
全
体
を
活
性
化
で
き
る
と
考
え
る
。�
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